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平成27年３月定例会

きんちょうと うれしさと ふあんで、ワクワク ドキドキ ブルブルが止まらない！
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４月９日　平成27年度六栄小学校入学式

第１回定例会　〜地方創生に向けたまちづくり始まる〜	 ②

一般質問　11人が登壇し町政を問う	 ⑧

常任委員会等視察研修報告	 ⑰�
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定　例　会

総額
今年度の特徴

主要な事業

まちづくり始まる
59億9000万円

歳入

一般会計

皆さんからの税金
20億170万円

皆さんからの税金
20億170万円

民生費
20億2991万円

民生費
20億2991万円

地方交付税
17億9800万円

地方交付税
17億9800万円

総務費
12億1290万円

総務費
12億1290万円

公債費
5億8243万円

公債費
5億8243万円

土木費
8億3743万円

土木費
8億3743万円

教育費
4億3915万円

教育費
4億3915万円

衛生費
3億5729万円

衛生費
3億5729万円

農林水産業費
2億8301万円
農林水産業費
2億8301万円

議会費
1億1640万円
議会費
1億1640万円

商工費
3363万円
商工費
3363万円

消防費
6625万円
消防費
6625万円

その他
3160万円
その他
3160万円

県からの補助金
4億8323万円
県からの補助金
4億8323万円

国からの補助金
5億8758万円
国からの補助金
5億8758万円

使用料・手数料
1億1162万円
使用料・手数料
1億1162万円

分担金・負担金
5987万円
分担金・負担金
5987万円

その他
2億904万円
その他
2億904万円

各種交付金 3億226万円各種交付金 3億226万円

入るお金

59億9000万円

歳出
出るお金

借入金
4億3670万円

借入金
4億3670万円

　町長から提案された議案は21件で、平成27年度各会

計予算（７会計）ほか条例の制定、補正予算、人事案件

などを審議し、全て原案のとおり可決した。

　また、一般質問は11議員が行い、町長から示された

平成27年度施政方針のほか、町政全般をただした。

　今定例会では、延べ33人の方々が傍聴された。

第１回定例会（３月11日〜19日）
　歳出面においては、公共下水道特
別会計の累積赤字が解消するものの
国民健康保険特別会計の赤字化など
社会保障費の自然増やその他特別会
計への繰出金の増加等も懸念され、
財政状況は依然として厳しい。

・みなと憩い広場（仮称）整備事業

・生活困窮者支援事業

・ため池ハザードマップ作成事業
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定　例　会

平成27年度一般会計
子育て支援の推進

地域資源を生かして

地域福祉の充実

定住促進に向けて

地方創生に向けた

◦子ども医療費助成事業	 6820万円

◦子育て世帯臨時特別給付金事業	
	 820万円

◦特別支援員設置事業	 1490万円

◦強い農業づくり交付金事業	 6350万円

◦アサリ漁獲高向上支援事業	 　527万円

◦多面的機能支払事業	 　2047万円	
　（農業用施設の維持管理と機能向上）

◦健康診査・保健指導事業	 2540万円
◦ごみ減量化推進と分別リサイクル推進事業	
	 5045万円
◦花いっぱい運動支援事業	 108万円
◦消防積載車および小型ポンプ購入事業	
	 1068万円

◦老朽危険空家等除去事業	 100万円

◦町道等整備事業	 4950万円

◦住宅リフォーム補助金	 30万円

子どもは長洲の宝

地域資源のブランド化を

健康づくりは食生活から

早急な空家対策を

可
決 賛成10

反対  3
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定　例　会
［
主
な
質
疑
］

問
（
大
森
議
員
）

地
方
消
費
税
交
付
金

が
２
億
８
０
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
消
費

税
の
分
は
全
て
社
会
保
障

に
使
わ
れ
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

地
方
消
費
税
分
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
障
４
経

費
、
そ
の
他
社
会
保
障
施

策
に
要
す
る
経
費
に
充
て

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
度
の
決
算
で
、

ど
の
分
野
に
充
当
し
た
か

明
記
し
た
い
。

問
（
市
原
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

３
５
０
万
円
を
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的

内
容
は
。

答
（
総
務
課
長
）

増
額
さ
せ
た
理
由

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
取
り

組
み
の
自
治
体
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
統
括
し
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

歳
　
入

歳
　
出

　
平
成
27
年
度
　
予
算
に
対
し
て
慎
重
審
議

と
「
ヤ
フ
ー
公
金
シ
ス
テ

ム
」
と
の
連
携
で
簡
素
化

を
図
っ
て
い
る
。
前
年
比

較
２
５
０
万
円
増
額
の
３

５
０
万
円
を
計
上
し
た
。

［
主
な
質
疑
］

問
（
大
森
議
員
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
補
助
金
の
内
容
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

一
軒
当
た
り
10
万
円

で
30
戸
分
を
計
上
。

問
（
荒
木
議
員
）

今
年
度
、
新
た
に
育

児
相
談
員
が
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

子
育
て
中
の
保
護
者

の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る

よ
う
、
主
に
発
育
の
状
況

を
見
て
も
ら
う
た
め
、
看

護
師
の
資
格
を
持
っ
た
人

が
相
談
業
務
に
あ
た
る
と

い
う
も
の
だ
。

問
（
福
永
議
員
）

地
域
の
生
活
困
窮
者

支
援
等
の
た
め
の
共
助
の

基
盤
づ
く
り
事
業
委
託
料

が
９
５
３
万
８
０
０
０
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
事
業
な
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

高
齢
者
等
を
対
象
に
、

ど
う
い
う
困
り
事
が
あ
る

の
か
を
、
町
と
社
会
福
祉

協
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て

把
握
す
る
。
例
え
ば
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
構
築
や
、

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の

構
築
な
ど
で
あ
る
。

問
（
樋
口
議
員
）

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場

内
ト
イ
レ
の
改
修
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

明
る
く
清
潔
感
が
あ

り
子
ど
も
が
利
用
し
や
す

い
ト
イ
レ
に
改
修
し
た
い
。

金
魚
の
館
内
に
授
乳
室
も

作
る
。

問
（
竹
本
議
員
）

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
出
来
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

受
益
面
積
７
㏊
以
上

あ
る
た
め
池
の
豪
雨
・
地

震
な
ど
に
よ
る
危
険
性
を

マ
ッ
プ
形
式
に
し
た
も

の
。

問
（
福
本
議
員
）

新
規
事
業
で
あ
る
寺

子
屋
学
習
会
の
内
容
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

不
登
校
対
策
と
し
て

行
う
事
業
で
、
現
在
、
不

登
校
や
引
き
こ
も
り
に
な

っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
を

学
校
の
普
通
教
室
に
戻
り

や
す
く
す
る
た
め
、
外
で

の
勉
強
会
な
ど
に
取
り
組

む
と
い
う
も
の
。
ま
た
、

悩
ま
れ
て
い
る
保
護
者
の

方
へ
も
手
を
差
し
伸
べ
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

学
校
運
動
部
活
動
検

討
委
員
会
と
は
、
何
を
す

る
と
こ
ろ
な
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

現
在
、
学
校
の
先
生

が
行
っ
て
い
る
小
学
校
の

運
動
部
活
動
が
、
今
後
は

地
域
の
社
会
体
育
の
ほ
う

に
移
行
す
る
。
町
で
も
具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
移
行

先
と
し
て
の
受
け
皿
が
で

き
る
の
か
、
こ
の
１
年
を

か
け
て
委
員
会
で
協
議
を

し
て
い
く
。

問
（
市
原
議
員
）

腹
栄
中
の
光
熱
水
費

が
５
８
８
万
６
０
０
０
円
、

長
洲
中
が
２
９
９
万
８
０

０
０
円
。
な
ぜ
、
こ
れ
だ

け
の
差
が
出
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

実
績
に
基
づ
い
て

予
算
計
上
し
た
が
、
な
ぜ

こ
れ
だ
け
の
差
が
出
る
の

か
分
か
ら
な
い
の
が
現
状

だ
。
今
後
も
、
節
水
、
節
電

を
心
掛
け
て
い
く
。

お礼の一例

改修が待たれるトイレ
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定　例　会

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

23
億
７
６
３
０
万
円

［
主
な
質
疑
］

問
（
市
原
議
員
）

保
険
税
が
改
定
さ
れ

る
と
滞
納
が
増
え
て
く
る

の
で
は
。

答
（
税
務
課
長
）

徴
収
す
る
税
務
課
と

し
て
は
、
納
税
相
談
等
も

充
実
さ
せ
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

賛
成
11
反
対
２ 

可
決

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

16
億
６
９
５
０
万
円

［
主
な
質
疑
］

問
（
荒
木
議
員
）

認
知
症
高
齢
者
に
対

す
る
支
援
の
予
算
は
拡
充

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

包
括
的
支
援
事
業
の

中
で
、
委
託
料
が
４
０
０

万
円
増
の
２
４
０
０
万
円

に
な
っ
て
お
り
、
認
知
症

の
高
齢
者
に
対
す
る
対

応
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
な
ど
を
実
施
し
て
い

く
。

賛
成
11
反
対
２ 

可
決

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
８
７
０
０
万
円

［
主
な
質
疑
］

問
（
大
森
議
員
）

広
域
連
合
に
は
70
億

円
の
基
金
が
あ
る
。
広
域

へ
の
納
付
金
は
減
額
に
な

ら
な
い
も
の
な
の
か
。

答
（
町
長
）

将
来
の
後
期
高
齢
者

の
人
口
増
を
見
す
え
て
、

基
金
を
積
み
立
て
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。賛

成
11
反
対
２ 

可
決

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
０
０
万
円

［
主
な
質
疑
］

問
（
福
永
議
員
）

一
般
財
源
の
マ
イ
ナ

ス
２
万
１
０
０
０
円
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
（
町
長
）

歳
入
歳
出
事
項
別
明

細
の
財
源
充
当
に
誤
り
が

あ
っ
た
。
訂
正
し
た
い
。

※
下
水
道
課
長
よ
り
訂
正

箇
所
の
説
明

全
員
賛
成 

可
決

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

15
億
５
２
０
０
万
円

［
主
な
質
疑
］

問
（
福
永
議
員
）

起
債
の
中
に
利
率
の

高
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
先
に
償
還
さ
れ

た
ら
、
経
営
上
よ
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

借
入
年
数
で
利
率
が

変
化
し
、
長
い
ほ
ど
利
率

が
高
く
な
る
状
況
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
償

還
を
進
め
て
い
く
。

賛
成
12
反
対
１ 

可
決

〈
内
容
〉

収
入
合
計

４
億
３
０
１
５
万
円

支
出
合
計

６
億
８
１
８
１
万
円

［
主
な
質
疑
］

問
（
磯
野
議
員
）

未
給
水
地
の
解
消
は

喜
ば
し
い
が
、
費
用
対
効

果
は
ど
う
か
。

答
（
水
道
課
長
）

ル
ー
ト
が
１
本
し
か

な
い
た
め
、
費
用
対
効
果

と
い
う
よ
り
、
バ
イ
パ
ス

管
と
し
て
将
来
的
に
は
使

い
た
い
。

全
員
賛
成 

可
決

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

浄
化
槽
施
設
整
備
事
業

公
共
下
水
道

水
道
事
業

平
成
27
年
度

予
算
内
容
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

会　　計 平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 23億7630万円 21億6980万円 2億650万円 9.5％増

介 護 保 険 16億6950万円 17億2530万円 △5580万円 3.2％減

後期高齢者
医 療 1億8700万円 1億8780万円 △80万円 0.4％減

公共下水道 15億5200万円 10億9000万円 4億6200万円 42.4％増

浄化槽施設
整 備 1500万円 1500万円 増減なし —

企業
会計

水 道 事 業
（支出合計） 6億8181万円 7億8286万円 △1億105万円 12.9%減
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定　例　会

一般会計補正予算
全員賛成可決3,382万円を追加《総額65億5,623万円》

平成26年度

地方創生事業で、まちを元気に!!……地方創生費：6,360万円
人口動向や産業実態等を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
（2015〜2019年度）５か年計画の政策目標・施策を策定する。

	 地方版総合戦略策定事業費：220万円
まち……町民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形成。
ひと……地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保。
しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出。

地方創生先行型事業
○地域創生推進事業支援金：	507万円	 	
　各行政区が行う事業に対して補助金を交付し、まちづくりの推進を図る。	 	
（100世帯未満：9万円、100世帯以上200世帯未満：11万、200世帯以上：13万、特別支援事業）

○工場等振興奨励金：	 795万円	 	
　地元産業の振興と雇用の拡大を図るために、工場等振興奨励金を交付。
○空家対策事業：	 300万円	 	
　空家等の適正な管理、有効活用の促進及び定住化の促進を図る。
○定住化促進事業：	 1,151万円	 	
　駅南側の乱開発を防止するため、都市計画（用途地域）の見直し等を調査・検討することで良好な居住
環境を形成し、定住化の促進を図る。

地方消費喚起・生活支援型事業
○プレミアム商品券発行事業補助金：2,200万円	 	 	
　長洲町商工会が発行する1億円規模の「プレミアム商品券」に対して20％のプレミアム分2,000万円及
び事務経費200万円の補助

○子育て支援のためのプレミアム商品券購入補助金：158万円		 	
　子育て世代（中学校3年生までの子どもがいる世帯）がプレミアム商品券を購入する場合、1世帯当たり
2,000円の購入補助（割引）。

○地域交流合宿等応援補助金：100万円	 	
　学生合宿等の誘致を推進し、町内での宿泊客の増
加並びに地域活性化を図ることを目的に、団体に対
しての宿泊費及び食事代補助。

○ぐるっとながすスタンプラリー事業費補助金	 	
	 ：210万円	
　町民・観光客への地元消費（物品販売・飲食等）を
促すため、「ぐるっとながすスタンプラリー」を開催。

○大会等による町外者誘致対策補助金：20万円	 	
　町内で開催するスポーツ・文化大会等に対して、開
催経費の一部の補助を行うことで、町外からの集客
を図る。地方創生主要事業
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定　例　会

〈
内
容
〉

路
線
名　

岩
原
・
よ
け
の

上
線	

３
０
０
メ
ー
ト
ル

全
員
賛
成 

可
決

〈
内
容
〉

長
洲
工
業
団
地
及
び
名
石

浜
工
業
団
地
区
域
の

緑
地
面
積
の
割
合

20
％
↓
10
％

環
境
施
設
面
積
の
割
合

25
％
↓
15
％

全
員
賛
成 

可
決

〈
内
容
〉

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ

た
た
め
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
（
大
森
議
員
）

本
町
の
地
域
包
括
支

〈
内
容
〉

地
域
の
活
性
化
及
び
町
民

等
の
安
全
で
安
心
な
生
活

環
境
を
確
保
す
る
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
（
宮
本
議
員
）

所
有
者
不
明
の
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

今
ま
で
は
所
有
者
を

特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
回
、
国
の
特
別
措
置
法

の
中
で
固
定
資
産
の
台
帳
、

戸
籍
法
等
に
基
づ
く
調
査

が
可
能
に
な
っ
た
。
所
有

者
特
定
の
作
業
も
進
め
て

い
く
。

問
（
福
永
議
員
）

町
外
所
有
者
に
対
し

て
勧
告
等
で
き
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

他
市
町
に
も
町
長
名

で
調
査
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

対
処
で
き
る
。

全
員
賛
成 

可
決

〈
内
容
〉

国
民
健
康
保
険
税
率
を
改

正
す
る

〈
主
な
質
疑
〉

問
（
福
永
議
員
）

資
産
割
を
大
き
く
下

げ
た
が
ど
う
し
て
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

今
回
20
％
近
い
引
き

下
げ
案
を
出
し
た
が
、社
会

情
勢
の
変
化
や
、資
産
割
が

な
い
自
治
体
も
あ
る
。段
階

的
に
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

〈
内
容
〉

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見

直
し

〈
主
な
質
疑
〉

問
（
大
森
議
員
）

介
護
報
酬
は
下
が

り
、
保
険
料
は
上
が
る
。

そ
の
中
身
を
伺
う
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

高
齢
者
の
増
加
や
地

域
支
援
事
業
、
介
護
給
付

費
等
の
３
年
間
に
わ
た
る

標
準
給
付
見
込
み
額
を
出

し
て
い
る
。

賛
成
11
反
対
２ 

可
決

援
セ
ン
タ
ー
は
１
カ
所
だ

が
、
第
一
号
被
保
険
者
が

６
０
０
０
人
以
上
に
な
れ

ば
２
カ
所
に
な
る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

現
在
４
９
０
０
人
程

度
で
あ
る
が
、
６
０
０
０

人
を
超
え
た
場
合
２
カ
所

の
設
置
が
必
要
に
な
る
。

全
員
賛
成 

可
決

〈
内
容
〉

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
公
立
・
私
立
保
育
所

な
ど
の
保
育
料
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
。

全
員
賛
成 

可
決

〈
内
容
〉

農
業
委
員
、
教
育
委
員
、

監
査
委
員
、
消
防
団
団
員

の
報
酬
の
改
正

全
員
賛
成 

可
決

○
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
改
正

○
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
改
正

○
教
育
長
の
職
務
専
念
義

務
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定

全
て
全
員
賛
成 

可
決

○
行
政
手
続
条
例
の
改
正

○
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

全
て
全
員
賛
成 

可
決

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
改
正

新
教
育
委
員
会
制
度

適
用
に
伴
う
条
例
の

制
定
及
び
改
正

企
業
立
地
の
促
進
等

に
よ
る
地
域
に
お
け
る

産
業
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
第
10
条
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
準
則
を

定
め
る
条
例
の
制
定

介
護
保
険
条
例
の
改
正

町
道
路
線
の
認
定

報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
改
正

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
及
び
職

員
の
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定

空
家
等
の
適
正
管
理

及
び
有
効
活
用
に
関
す

る
条
例
の
制
定

上
位
法
改
正
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正

子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利

用
者
負
担
額
を
定
め

る
条
例
の
制
定

人
事
案
件

○
教
育
長

○
監
査
委
員

松本　　曻氏
64歳

馬場　國勝氏
73歳

苦渋の
決断 可

決

賛成11 反対2

国保税値上げ
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

有
害
図
書
自
販
機
の
撤
去
を

新
体
制
と
な
る
三
保
育
所
の

建
物
と
跡
地
利
用
の
計
画
は

地
権
者
へ
契
約
を
し
な
い
よ
う

働
き
か
け
る

樋口エミ子議員

狭
あ
い
道
路
整
備
の
早
期
実
現
を

答
測
量
設
計
を
行
い
、
地
権
者
さ
ん
へ
協
力
・
理
解
を
深
め
て
い
く

狭あい道路の整備を

まだ利用できる上沖洲保育所

問
実
施
計
画
の
中
で
平

成
27
年
度
に
一
ノ
割

地
区
整
備
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
た
が
、
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
（
町
長
）

一
ノ
割
地
区
は
、
定

住
化
促
進
を
図
る
上
で
重

点
地
区
の
一
つ
と
し
て
位

問
有
害
図
書
、
ポ
ル
ノ

ビ
デ
オ
の
自
販
機
が

あ
る
の
は
町
と
し
て
残
念

で
あ
り
恥
ず
か
し
い
こ
と
。

こ
の
空
地
に
は
中
学
生
・

高
校
生
ら
し
き
姿
も
よ
く

見
ら
れ
る
と
聞
く
が
、
教

育
委
員
会
は
何
か
対
処
さ

れ
た
の
か
。

答
（
教
育
委
員
長
）

町
の
関
係
団
体
の
連

名
に
て
撤
去
を
要
望
し
、

地
権
者
宅
へ
出
向
き
要
望

書
を
手
渡
し
た
。

問
国
で
は
、
平
成
26
年

児
童
買
春
児
童
ポ
ル

ノ
処
罰
法
、
単
純
所
持
禁

止
法
の
改
正
案
が
制
立
し

た
。
本
町
の
議
会
で
も「
青

少
年
健
全
育
成
基
本
法
の

置
づ
け
て
い
る
。
良
好
な

居
住
空
間
の
形
成
と
住
宅

適
地
を
ふ
や
す
こ
と
で
人

口
増
加
を
図
り
た
い
と
考

え
平
成
27
年
度
か
ら
取
り

組
む
計
画
を
し
て
い
た
が
、

道
路
幅
員
や
家
屋
の
補
償

等
の
課
題
が
あ
り
、
当
初

予
算
の
計
上
を
見
送
っ
た
。

制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

を
県
下
で
も
い
ち
早
く
国

へ
提
出
し
て
い
る
。
全
国
、

県
内
で
も
少
年
、
児
童
が

性
犯
罪
等
事
件
の
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
。
町
の
考
え

は
。答

（
町
長
）

少
年
、
少
女
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
む
ご
た

ら
し
い
事
件
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
無
人
販

売
機
等
の
法
整
備
が
ま
だ

で
き
て
い
な
い
の
も
問
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

地
権
者
に
対
し
て
今
後
と

も
強
く
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

答
（
町
長
）

上
沖
洲
保
育
所
は
、

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

う
要
支
援
１
・
２
の
方
の

サ
ー
ビ
ス
が
地
域
支
援
事

業
に
移
行
さ
れ
る
た
め
、

建
物
の
一
部
を
改
修
し
、

一
般
高
齢
者

か
ら
要
支
援

の
方
ま
で
利

用
で
き
る
福

祉
介
護
予
防

の
拠
点
施
設

と
し
て
活
用

で
き
る
か
協

議
し
て
い
る
。

　

清
里
保
育

所
は
、
標
高

11
ｍ
と
高
台

に
あ
り
防
災

上
に
も
適
し

建
物
は
備
蓄

倉
庫
と
し
、
土
地
は
地
域

の
方
々
と
協
議
し
、
有
効

活
用
の
方
策
を
検
討
し
て

い
る
。

　

長
洲
保
育
所
は
、
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

宮本哲太郎議員

豊
か
な
人
間
性
と
は
何
か

答
自
ら
を
律
し
つ
つ
他
人
を
思
い
や
る
心

奉仕活動からも学ぶ

郷
土
を
愛
す
る
心
の
基
盤
づ
く
り
と
は

ま
ず
は
ふ
る
さ
と
を
知
る
こ
と

問
施
政
方
針
で
「
未
来

を
拓
く
人
づ
く
り
を

目
指
す
夢
の
あ
る
ま
ち
」

の
中
で
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
教
育
の
充
実
を
図

る
と
あ
る
が
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
具
体
的
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
。

答
（
町
長
）

豊
か
な
人
間
性
と

問
教
育
方
針
に
つ
い
て

挨
拶
運
動
、
感
謝
の

心
、
郷
土
を
愛
す
る
心
の

基
盤
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
あ
る
が
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
（
教
育
委
員
長
）

挨
拶
の
返
事
を
は
じ

め
、
心
を
込
め
た
無
言
掃

は
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
他

人
と
と
も
に
協
調
し
他
人

を
思
い
や
る
心
や
美
し
い

も
の
、
す
ば
ら
し
い
も
の

に
感
動
す
る
心
な
ど
が
豊

か
な
人
間
性
で
あ
る
と
考

え
る
。
心
豊
か
な
人
間
性

を
持
っ
た
子
ど
も
の
育
成

に
努
め
る
。
ま
た
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
、
心

除
の
徹
底
、
そ
れ
か
ら
熊

本
の
心
等
を
生
か
し
た
道

徳
的
実
践
力
を
育
む
授
業

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

小
学
校
で
は
、
登
校
班

で
の
挨
拶
を
行
っ
た
り
、

学
校
の
生
活
委
員
等
が
中

心
と
な
り
定
期
的
に
挨
拶

運
動
を
実
施
し
て
い
る
。

豊
か
な
人
間
性
を
つ
く
る

に
は
教
育
の
分
野
、
そ
し

て
地
域
あ
ら
ゆ
る
社
会
的

な
こ
と
か
ら
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。

問
具
体
的
に
展
開
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

答
（
教
育
長
）

子
ど
も
と
子
ど
も
、

子
ど
も
と
教
師
の
つ
な
が

り
が
あ
る
こ
と
。
喜
び
を

大
切
に
し
た
心
の
居
場
所

と
な
る
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
す
。
い
じ
め
、

不
登
校
、
問
題
行
動
の
未

然
防
止
対
策
を
強
化
し
て

い
く
。
ま
た
道
徳
教
育
の

充
実
を
図
り
、
豊
か
な
自

然
体
験
、
社
会
体
験
、
奉

仕
活
動
を
充
実
し
豊
か
な

心
を
育
ん
で
い
く
。

　

中
学
校
で
は
、
民
生
委

員
、
児
童
委
員
の
方
々
や

婦
人
会
の
皆
さ
ん
と
保
護

者
と
生
徒
、
教
師
が
協
力

し
朝
の
挨
拶
運
動
を
行
っ

て
い
る
。
中
学
生
が
小
学

校
で
、
小
学
生
が
保
育
園

で
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
運
動
も

実
施
し
て
い
る
。
児
童
生

徒
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
持
ち
世
界
に
視
野
を
広

げ
る
た
め
に
は
、
町
内
の

歴
史
、
自
然
な
ど
、
ま
ず

ふ
る
さ
と
を
知
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
社
会
、
伝

統
文
化
、
産
業
に
触
れ
合

う
体
験
活
動
等
を
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

充
実
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
愛

に
満
ち
た
児
童
生
徒
を
育

成
す
る
。
ま
た
社
会
を
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
の

育
成
も
図
る
。

おはよう！ いってらっしゃい
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を

児
童
・
生
徒
の
情
報
を
全
職
員
で
共
有

市原一広議員

外
国
語（
英
語
）教
育
の
更
な
る
充
実
を

答
英
語
教
育
を
進
め
て
い
く

生きた英語教育を

子ども目線で対策・対応を

問
教
育
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
教
育
は
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い

る
。
市
町
村
の
教
育
格
差

が
広
が
る
時
代
と
な
っ
た
。

長
洲
町
に
住
み
た
い
、
住

人
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

問
大
事
な
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
発
す
る

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
、
大
人
た
ち
が

受
け
皿
と
し
て
ど
う
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
く

か
が
大
切
だ
と
思
う
。
大

人
が
感
じ
る「
い
じ
め
」と
、

子
ど
も
た
ち
が
受
け
と
る

「
い
じ
め
」
に
は
、
ま
だ
ま

だ
ズ
レ
が
あ
る
。
取
り
組

み
は
。

答
（
教
育
委
員
長
）

毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
結
果
が
出

ま
ち
づ
く
り
は
イ
コ
ー
ル

こ
の
町
で
教
育
を
受
け
た

い
、
こ
の
町
で
教
育
を
受

け
て
良
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
教
育
の
創
造
を
目
指

し
行
動
し
て
い
く
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
長
洲
町

独
自
の
特
色
の
あ
る
教
育

改
革
、
ま
た
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

特
に
外
国
語
教
育（
英
語
）

の
更
な
る
充
実
を
と
願
う

の
だ
が
。

答
（
教
育
委
員
長
）

現
在
、
２
人
の
Ａ
Ｌ

Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を

任
用
し
、
小
学
校
で
５
・

６
年
生
を
対
象
に
週
１
時

間
の
英
語
授
業
、
ま
た
地

域
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
協
力
を
お
願

い
し
、
小
学
校
英
語
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

他
、
学
校
の
夏
休
み
を
利

用
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
幼
稚
園

で
の
英
語
活
動
、
地
区
公

民
館
で
の
お
年
寄
り
と
の

触
れ
合
い
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
国
際
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
長
洲
町
の
英
語
教
育

が
ど
こ
に
目
標
を
置

き
、
ど
う
行
動
し
て
い
く

か
が
重
要
だ
。

た
ら
、
い
じ
め
不
登
校
対

策
委
員
会
で
協
議
し
、
解

消
に
向
け
て
対
応
し
て
い

く
。問

い
じ
め
は
、
大
人
た

ち
に
分
か
ら
な
い
よ

う
に
浸
透
し
て
い
く
。
子

ど
も
た
ち
は
分
か
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
学
校
に
、
児

童
・
生
徒
が
誰
で
も
自
由

に
意
見
を
投
書
で
き
る
よ

う
な
箱
の
設
置
や
、児
童
・

生
徒
に
よ
る
「
い
じ
め
を

許
さ
な
い
委
員
会
」（
仮
称
）

を
組
織
し
て
早
期
発
見
に

つ
な
げ
て
は
と
思
う
が
。

答
（
教
育
長
）

い
い
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
。
前
向
き
に
検

討
す
る
。

答
（
町
長
）

今
、
英
語
教
育
の
重

要
性
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た
。
今
後
、
外
国
語
教
育

が
で
き
る
町
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

SOS

投書箱
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

浜村芳光議員

東
の
辻
・
吉
野
浦
線
の
道
路
整
備
は

答
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る

今後の整備計画は（東の辻・吉野浦線）

新
川
漁
港
は
ま
だ
未
整
備
の
ま
ま
だ
が

玉
名
市
に
お
い
て
本
年
度
中
に
は

沈
船
撤
去
を
予
定
し
て
い
る

問
赤
崎
区
内
、
町
道
東

の
辻
・
吉
野
浦
線
は

２
期
工
事
の
ま
ま
で
あ
る

が
、
今
後
の
整
備
計
画
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
（
町
長
）

現
在
、
赤
崎
天
満
宮

問
新
川
漁
港
の
整
備
、

沈
没
船
の
撤
去
は
ま

だ
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
進

の
西
側
付
近
ま
で
の
延
長

約
２
４
０
メ
ー
ト
ル
の
改

良
が
進
ん
で
い
る
が
、
新

た
に
道
路
を
新
設
す
る
区

間
を
含
む
約
１
５
０
メ
ー

ト
ル
に
つ
い
て
は
、
休
止

し
て
い
る
。
こ
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
道
路
改
良
に

捗
状
況
は
。

答
（
町
長
）

玉
名
市
で
は
本
年
度

よ
る
住
宅
へ
の
影
響
が
少

な
い
よ
う
に
、
た
め
池
沿

い
に
道
路
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
工
事
費
も
多
額

と
な
る
た
め
、
今
後
財
政

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。

問
工
事
費
が
高
額
に
な

る
こ
と
は
わ
か
る
が

計
画
を
立
て
、
実
施
す
べ

き
で
は
。

答
（
建
設
課
長
）

事
業
費
・
交
通
量
・
危

険
性
等
を
勘
案
し
、
他
の

路
線
と
の
優
先
等
を
判
断

し
検
討
す
る
。

問
折
地
区
内
、
大
辻
・

吉
野
浦
線
の
道
路
の

拡
幅
の
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

整
備
計
画
は
な
い

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
用

地
提
供
の
ご
協
力
が
得
ら

れ
る
な
ら
、
狭
あ
い
道
路

整
備
事
業
に
よ
る
実
施
も

検
討
す
る
。

問
折
地
・
向
野
線
の
整

備
計
画
は
。

答
（
建
設
課
長
）

用
地
の
測
量
が
必
要

な
部
分
は
行
い
、
購
入
し

て
い
く
。

中
に
予
算
の
範
囲
内
で
で

き
る
分
を
撤
去
し
、
で
き

な
い
場
合
は
、
来
年
度
以

降
対
応
す
る
。

問
ヘ
ド
ロ
対
策
は
ど
う

な
っ
た
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

管
理
者
に
お
い
て
避

難
港
の
機
能
と
し
て
支
障

が
あ
れ
ば
、
対
策
を
す
る
。

問
長
洲
町
と
上
沖
洲
・

玉
名
市
・
岱
明
漁
業

協
同
組
合
で
協
議
会
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。
町
の

考
え
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

関
係
者
の
意
見
を
聞

く
場
、
検
討
す
る
場
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
今
後
は

方
向
性
を
検
討
す
る
協
議

の
場
に
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

拡幅の考えはないか
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

H19

95.195.1

H20 H21 H22 H23 H24 H25
40

50

60

70
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100

0.45

0.50

0.55

0.60

0.65

0.570.57

93.993.9

（％）（％）（経常収支比率）（経常収支比率） （財政力指数）（財政力指数）

経常収支比率経常収支比率

財政力指数財政力指数

94.694.6

87.887.8 88.588.5
85.485.4

0.520.52

99.799.7

0.530.53

0.550.55

0.540.54
0.530.53 0.530.53

福永栄助議員

経
常
余
剰
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
運
営
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か

答
一
層
の
歳
出
の
削
減
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
く

問
平
成
20
年
度
、
５
億

２
０
０
０
万
円
あ
っ

た
経
常
余
剰
が
、
24
年
度

２
億
３
２
０
０
万
円
、
そ

れ
が
25
年
度
に
は
、
１
２

９
０
万
円
と
な
っ
た
。
歳

入
の
先
行
き
が
不
透
明
の

中
、
こ
の
ま
ま
で
は
財
政

運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い

く
と
予
想
さ
れ
る
が
。

答
（
町
長
）

経
常
余
剰
と
は
、
経

常
一
般
財
源
等
と
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
合
計
額
か

ら
、
経
常
経
費
充
当
一
般

財
源
等
を
差
し
引
い
た
も

の
と
推
察
す
る
。
そ
の
率

に
当
た
る
経
常
収
支
比
率

も
、
24
年
度
94
・
６
％
、
25

年
度
は
99
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。
主
な
原
因
は
町

税
な
ど
が
減
少
し
た
た
め

で
あ
り
、
下
水
道
会
計
の

累
積
赤
字
は
解
消
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
、
今
後
も

よ
り
一
層
の
歳
出
削
減
に

取
り
組
み
、
財
政
の
健
全

化
を
図
っ
て
い
く
。

問
25
年
度
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
２
億
７
０

０
０
万
円
を
入
れ
て
も
、

経
常
経
費
充
当
一
般
財
源

に
充
て
た
残
り
が
１
２
９

０
万
円
。
そ
れ
で
基
金
を

４
億
２
０
０
０
万
円
取
崩

し
た
。
そ
し
て
基
金
の
残

高
が
３
億
数
千
万
円
と
な

っ
た
。
こ
の
先
、
様
々
な

歳
出
増
が
迫
っ
て
き
て
い

る
。
そ
も
そ
も
、
下
水
道

の
赤
字
は
あ
る
が
、
財
政

健
全
化
を
果
た
し
、
町
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
町

長
の
約
束
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

　

税
収
の
増
加
比
率
は
ど

れ
だ
け
か
。

答
（
税
務
課
長
）

比
率
は
計
算
し
て
い

な
い
が
、
24
年
か
ら
25
年

に
つ
い
て
は
、
２
億
３
０

０
０
万
円
ほ
ど
減
っ
て
い

る
。

問
25
年
度
は
前
年
比
で

マ
イ
ナ
ス
９
・
94
％
、

26
年
も
マ
イ
ナ
ス
２
・
08

％
、
恐
ら
く
27
年
も
マ
イ

ナ
ス
3.3
％
に
な
る
。
歳
入

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
歳
入
を

洗
い
出
す
、
あ
る
い
は
歳

出
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
し
な
い
か
ら
、

経
常
収
支
比
率
が
上
が
っ

て
財
政
に
弾
力
性
が
な
い

と
言
わ
れ
る
危
険
な
数
字

ま
で
い
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答
（
町
長
）

一
時
的
に
基
金
を
た

め
て
、
60
億
円
台
の
予
算

を
組
ん
で
い
く
場
合
、
基

金
を
崩
し
て
使
っ
て
い

く
。
こ
う
い
う
綱
渡
り

的
な
財
政
運
営
を
や
っ

て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

※
財
政
力
指
数
と
は

　

自
治
体
の
財
政
力
を
判

断
す
る
一
般
的
な
指
標
で
、

必
要
な
財
政
需
要
に
対
し
、

税
等
の
経
常
的
な
一
般
財

源
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を

示
す
指
標
で
あ
り
、
こ
の
指

数
が
「
１
」
に
近
い
ほ
ど
財

源
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、

「
１
」
以
上
の
自
治
体
に
は

普
通
交
付
税
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
経
常
収
支
比
率
と
は

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
も
っ
と
も
一
般

的
な
指
標
で
、
歳
入
の
経
常

一
般
財
源
が
歳
出
の
経
常

経
費（
行
政
活
動
に
必
要
な

継
続
的
・
固
定
的
経
費
）
に

必
要
な
一
般
財
源
に
ど
の

程
度
充
て
ら
れ
て
い
る
か

を
示
す
指
標
。
市
町
村
で
70

％
程
度
が
妥
当
と
さ
れ
、
75

％
を
超
え
る
場
合
に
、
財
政

の
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

経常収支比率及び財政力指数の推移

や
は
り
身
の
丈
に
合

う
よ
う
な
財
政
運
営

を
心
が
け
て
い
き
た

い
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

濱﨑　久議員

狭
あ
い
道
の
消
防
格
納
庫
移
転
を

答
総
合
的
に
検
討
す
る

出動しにくい格納庫

日
立
造
船
社
宅
の
町
営
住
宅
化
を

教
育
基
本
方
針
に
つ
い
て

勉
強
会
で
定
住
促
進
計
り
た
い

議
会
欠
席
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

問
行
政
の
最
大
の
目
的

は
住
民
の
生
命
と
、

財
産
の
保
護
で
あ
る
。
そ

の
活
動
の
第
一
人
者
と
し

て
消
防
団
の
活
躍
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
第
四
分

団
の
格
納
庫

は
狭
あ
い
道

路
に
あ
り
早

急
に
移
転
す

べ
き
で
は
な

い
か
。

答
（
町
長
）

ご
指
摘

の
と
お
り
、

道
路
幅
員
が

狭
く
、
出
動

不
便
は
、
認

識
し
て
い

る
。
道
路
拡

幅
や
格
納
庫

移
転
な
ど
検

討
す
る
。

問
で
き
れ
ば
、
今
の
公

民
館
用
地
に
移
転
し

て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

ご
提
案
含
め
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

問
日
立
造
船
宮
野
社
宅

の
町
営
化
と
、
雇
用

促
進
住
宅
の
居
住
者
確
保

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
か
。

答
（
町
長
）

国
補
助
事
業
の
先
導

的
官
民
連
携
支
援
事
業
で

調
査
中
で
あ
る
。
財
産
の

観
点
か
ら
、
日
立
造
船
の

意
向
も
踏
ま
え
、
多
く
の

方
と
の
勉
強
会
も
考
え
て

問
教
育
長
が
、
さ
き
の

大
戦
は
侵
略
戦
争
だ

と
断
言
さ
れ
た
ら
ど
う
取

り
扱
う
か
と
質
問
し
て
い

い
る
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

雇
用
促
進
住
宅
の
町

外
転
出
は
12
世
帯
で
あ
る
。

問
事
業
は
早
急
に
す
べ

き
。
対
策
は
あ
っ
た

は
ず
。

答
（
町
長
）

ご
指
摘
の
通
り
、
準

備
不
足
だ
っ
た
。
今
度
定

住
促
進
に
向
け
頑
張
っ
て

い
く
。

た
。
改
め
て
伺
う
。

答
（
教
育
委
員
長
）

教
科
書
の
検
定
基
準

に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し

て
い
る
。
町
教
委
も

判
断
で
き
な
い
。

問
一
人
の
教
育
長

は
、
侵
略
戦
争
と

言
い
、
現
・
教
育
長
は
、

侵
略
的
む
ご
い
戦
争

だ
っ
た
と
言
い
、教
育

委
員
長
は
、仮
定
の
問

題
に
は
答
え
ら
れ
な

い
。
三
人
三
様
の
バ

ラ
バ
ラ
で
な
く
教
育

基
本
方
針
を
聞
い
て

い
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
答
弁

は
全
て
教
育
長
に
委
任
を

決
め
、
こ
の
議
会
の
議
長

も
許
可
し
て
い
る
と
言
い
、

こ
れ
が
慣
例
と
し
て
処
置

さ
れ
た
。
改
め
て
問
う
が

慣
例
と
し
て
通
る
と
思
わ

れ
る
か
。

答
（
教
育
委
員
長
）

議
会
欠
席
を
続
け
た

こ
と
は
本
当
に
申
し
訳
な

い
。

※
そ
の
他
に
、
住
民
提
供

に
よ
る
、
４
m
道
路
の

確
保
に
つ
い
て
、
横
塘

線
の
改
良
に
つ
い
て
、

長
洲
港
に
船
だ
ま
り
を

作
る
こ
と
に
つ
い
て
、

新
川
漁
港
の
管
理
と
費

用
負
担
に
つ
い
て
、
金

魚
と
鯉
の
郷
に
つ
い
て
、

自
然
災
害
に
よ
る
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
他
１

件
質
問
し
た
。

有効活用を
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

福本みや子議員

福
祉
と
教
育
の
一
体
化
で
子
育
て
推
進
を

答
総
合
相
談
窓
口
を
検
討
し
た
い

問
増
加
傾
向
に
あ
る
発

達
の
お
く
れ
が
疑
わ

れ
る
幼
児
へ
の
対
応
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

乳
幼
児
健
診
や
保
育

問
介
護
保
険
法
の
改
正

で
地
域
支
援
事
業
が

始
ま
る
が
、
支
援
す
る
側

の
人
材
育
成
は
ど
う
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

生
活
介
護
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

所
、
幼
稚
園
で
早
期
発
見

す
る
た
め
、
臨
床
心
理
士

へ
の
相
談
、助
言
、指
導
を

行
う
体
制
を
と
り
、
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

研
修
で
１
０
０
名
養
成
。

福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
の
活
動
、
介
護
予

防
拠
点
活
動
に
繋つ

な

げ
た

い
。

問
地
域
の
予
防
拠
点
の

活
動
内
容
と
人
材
を

相
互
交
流
さ
せ
て
は
。

答
（
町
長
）

地
域
の
要
支
援
者
の

実
態
を
綿
密
に
調
査
し
、

ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
の

か
、
介
護
予
防
拠
点
連
絡

協
議
会
を
27
年
度
に
立
ち

上
げ
対
応
し
て
い
く
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
協
議
し
て
い
く
。

相談窓口を活用しよう！

子育て支援課･････☎78−3126

すこやか館･････☎65−7515

学校教育課･････☎78−3274

その他
各小中学校、保育園、幼稚園へ

元気にお出掛け　絵つけ体験

問
就
学
後
の
段
階
に
応

じ
た
支
援
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

小
中
学
校
の
特
別
支

援
教
室
に
県
と
町
の
予
算

で
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
、
更
に
通
常
学
級
に
11

名
の
支
援
員
を
町
の
予
算

で
配
置
し
て
い
る
。

問
支
援
が
必
要
な
子
育

て
相
談
体
制
を
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

気
軽
に
相
談
が
行
え
る
よ

う
情
報
の
一
元
化
と
、
保

護
者
と
子
ど
も
を
中
心
と

し
た
継
続
的
相
談
体
制
が

必
要
と
考
え
る
。

ど
う
す
る
!?
地
域
で
の
高
齢
者
支
援

安
価
で
提
供
す
る
仕
組
み
を構

築
し
た
い
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

国
保
税
率
の
見
直
し

こ
の
道
し
か
な
い
の
か

早
急
な
健
全
化
が
必
要

大森秀久議員

町
民
の
参
加
と
協
働
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
め
ざ
す
考
え
は

答
議
会
と
相
互
議
論
を
通
じ
な
が
ら
進
め
て
い
く

問
地
方
自
治
の
本
旨
で

あ
る
、
団
体
自
治
と

住
民
自
治
を
、
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

団
体
自
治
は
、
国
か

ら
独
立
し
た
地
域
団
体
が

自
己
の
事
務
を
自
己
の
機

関
に
お
い
て
処
理
す
る
も

の
。
ま
た
、
住
民
自
治
は
、

地
域
的
な
行
政
需
要
を
自

己
の
意
思
に
基
づ
き
自
己

の
責
任
で
充
足
す
る
も
の

と
考
え
る
。

問
本
町
の
行
政
運
営
で

住
民
と
の
協
働
と
は

地
方
自
治
の
本
旨
と
ど
う

つ
な
が
る
の
か
。

答
（
町
長
）

地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、
行
政
単
独
ま
た

は
住
民
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題
が
あ
る
場
合

に
、
と
も
に
協
力
し
て
問

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

問
国
保
の
保
険
税
率
の
見
直
し
は
、
税

金
を
上
げ
る
と
い
う
話
だ
。
被
保
険

者
の
多
く
は
高
齢
者
、
年
金
は
実
質
的
に

は
目
減
り
し
て
い
る
中
で
の
選
択
だ
が
、

本
当
に
こ
の
道
し
か
な
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答
（
町
長
）

国
保
加
入
者
に
高
齢
者
や
低
所
得

の
方
が
多
い
構
造
的
課
題
に
加
え
、
医
療

費
の
増
加
傾
向
が
続
き
、
国
保
運
営
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
平
成
25
年
度
に
赤

字
決
算
と
な
り
、
税
率
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
お
け
ば
、
さ
ら
に
赤
字
が
拡
大
す
る
こ

と
に
な
り
、
国
保
会
計
の
早
急
な
健
全
化

が
必
要
と
考
え
、
今
回
、
や
む
を
得
ず

税
率
の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
る
。

組
み
を
行
う
も
の
だ
。

問
住
民
と
の
協
働
と
い

う
言
葉
が
、
町
政
の

主
人
公
は
町
民
で
あ
る
と

同
じ
意
味
と
し
て
と
っ
て

い
い
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

施
策
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
町
民
と
の
座
談
会

議
論
等
を
行
い
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
中
心
に
な
る

の
は
町
民
の
皆
さ
ん
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
住
民
が
行
政
と
と
も

に
取
り
組
む
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を「
長
洲
町
民

の
参
加
と
協
働
に
関
す
る

基
本
条
例
」と
し
て
制
定

を
め
ざ
す
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

自
治
基
本
条
例
の
こ

と
か
と
思
う
が
、
議
会
と

相
互
議
論
を
通
じ
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

平等割 均等割 資産割 年間保険料

1世帯当たり ＋ 被保険者数 ＋  算定基礎 ＋ 固定資産税 ＝ 最高限度額

　○○○円 　×○○○円  所得金額 　×○％ 51万円

平等割 均等割 資産割 年間保険料

1世帯当たり ＋ 被保険者数 ＋  算定基礎 ＋ 固定資産税 ＝ 最高限度額

　○○○円 　×○○○円  所得金額 　×○％ 16万円

平等割 均等割 資産割 年間保険料

1世帯当たり ＋ 2号被保険者数 ＋  算定基礎 ＋ 固定資産税 ＝ 最高限度額

　○○○円 　×○○○円  所得金額 　×○％ 14万円

最高限度額は

2014年度の額

国保税の計算式

算定基礎所得金額＝前年度中総所得金額－33万円

世帯の所得割は、被保険者ごとに計算した所得額の合計になります。

×○％

◍ 加入者の中に40～64歳の方を含む世帯　　　　①＋②＋③の合計額

◍ 加入者の中に40～64歳の方を含まない世帯　 ①＋②の合計額

所得割

×○％

③ 被保険者の中の40～64歳の方（介護保険第2号被保険者がいる世帯のみ）

所得割

① 医療分…全ての世帯が負担

所得割

×○％

② 後期高齢者支援分…全ての世帯が負担
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の

一
貫
し
た
支
援
を
!!

ま
ず
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
充
実
を
図
り
た
い

竹本信次議員

地
方
創
生
で
、ま
ち
の
未
来
を
ど
う
描
く
!!

答
本
年
末
に
は
、
長
洲
町
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
い

問
国
の「
地
方
創
生
法
」

に
よ
り
、
町
は
雇
用

創
出
や
結
婚
・
出
産
・
育
児

の
環
境
整
備
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

５
か
年
計
画
を
策
定
し
、

人
口
減
少
対
策
や
地
域
活

性
化（
雇
用
）
対
策
を
図

り
、
住
み
や
す
い
活
力
に

満
ち
た
町
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
こ
の
法
に
対
す
る
期
待

と
思
い
は
。 

②
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

問
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
拡
大
と
し
て
、

会
員
制
で
推
進
さ
れ
て
い

創
生
総
合
戦
略
」
計
画

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。 

③
町
民
か
ら
の
声
の
聴
取

は
。

④
計
画
に
組
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
対
策（
事
業
）

は
。 

答
（
町
長
）

①
地
方
創
生
は
自
治

体
の
活
力
を
創
出
す
る

た
め
、
様
々
な
施
策
を

実
施
す
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
宅
地
開

発
や
子
育
て
支
援
を
中

心
と
し
た
定
住
促
進
と

ま
ち
の
資
源
で
あ
る
農

水
産
業
の
振
興
を
図

り
、
個
性
と
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
た
い
。

②
長
洲
町
版
総
合
戦
略
を

産
官
学
金
労
の
各
関
係

者
と
一
体
と
な
り
、
平

成
27
年
12
月
ま
で
に
策

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
地
方
創
生

出産・育児の環境整備を

定
し
、
平
成
28
年
度
以

降
の
予
算
等
の
確
保
を

図
り
た
い
。

③
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
皆
様
の
意
見
を
聴

き
、
各
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
等
を

行
い
な
が
ら
策
定
し
た

い
。

④
魅
力
あ
る
雇
用
創
出
や

結
婚
・
出
産
・
育
児
の
環

境
整
備
な
ど
を
着
実
に

実
施
す
る
よ
う
客
観
的

指
標
を
盛
り
込
ん
だ
人

口
歯
止
め
対
策
を
計
画

し
た
い
。

問
地
方
創
生
総
合
戦
略

で
、
こ
の
長
洲
町
を

ど
の
よ
う
に
創
り
変
え
て

い
く
考
え
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

地
方
創
生
は
、
地
方

自
治
体
の
力
量
が
試
さ
れ

て
い
る
。
地
域
資
源
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

体
制
を
確
立
し
、
雇
用
創

出
、
子
育
て
支
援
、
定
住

化
促
進
を
図
る
等『
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
』の
創
生
総

合
戦
略
を
作
成
し
た
い
。

に
向
け
、
結
婚
祝
い
金
・

誕
生
祝
金
交
付
を
推
進

し
、
出
産
・
育
児
の
環
境

整
備
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18

年
度
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い

て
、
現
在
、
協
力
会
員
が

４
名
、利
用
会
員
が
３
名
、

平
成
25
年
度
の
年
間
延
べ

利
用
者
数
は
25
名
の
状
況

で
あ
る
。
出
産
・
育
児
の

環
境
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
本
年
４
月
開
始
の

新
制
度
に
よ
る
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
た
い
。

地方創生で ながすの未来に灯を
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

ご
み
集
積
場
所
を
も
っ
と
近
く
に

現
地
確
認
し
、
追
加
要
望
を
検
討

荒木睦子議員

空
き
店
舗
に
魅
力
的
な
空
間
を
創
出
し
て
は
!!

答
地
域
実
践
型
雇
用
創
造
事
業
の
中
に
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

問
地
元
商
店
活
性
化
に

つ
い
て
９
月
の
定
例

会
に
お
い
て
質
問
を
行
っ

た
が
、
そ
の
後
の
空
き
店

舗
の
活
用
を
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
た
か
。

問
高
齢
者
や
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
の
中
に
は
、

ご
み
出
し
に
不
便
を
感
じ

答
（
町
長
）

空
き
店
舗
の
多
く
が

住
居
兼
店
舗
で
あ
り
困
難

で
あ
る
が
、
今
後
も
、
長

洲
町
商
工
会
や
地
元
商
工

業
者
と
連
携
し
て
協
議
を

し
て
い
く
。

て
い
る
方
が
多
く
、
集
積

場
所
が
遠
く
重
い
物
を
持

っ
て
い
く
の
が
厳
し
い
と

問
店
舗
を
活
用
す
る
た

め
の
創
業
希
望
者
を

募
る
よ
う
な
具
体
的
な
対

策
は
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

地
域
実
践
型
雇
用
創

造
事
業
の
中
に
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
計
画
し
て

お
り
、
起
業
を
さ
れ
る
方

の
支
援
を
し
て
い
く
。

問
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
、

い
ざ
空
き
家
を
利
用

し
て
起
業
を
す
る
に
は
、

何
ら
か
の
補
助
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

も
の
づ
く
り
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助
で
、

１
０
０
０
万
円
を
上
限
と

し
て
３
分
の
２
を
補
助
す

る
な
ど
、
他
補
助
事
業
を

活
用
し
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
。

問
地
域
伝
統
文
化
を
生

か
し
た
町
な
か
イ
ベ

ン
ト
や
町
歩
き
ツ
ア
ー
、

Ｕ
タ
ー
ン
の
相
談
な
ど
、

創
業
支
援
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ご
提
案
も
含
め
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

い
っ
た
話
を
聞
く
。
町
と

し
て
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）

各
地
区
の
区
長
さ
ん

と
協
議
し
て
設
置
場
所
を

決
め
て
い
る
。
追
加
要
望

が
あ
れ
ば
、
区
長
さ
ん
と

現
地
確
認
を
行
い
、
随
時

増
や
し
て
い
る
。

問
重
い
ご
み
を
運
ぶ
際

に
不
便
を
感
じ
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
は
出
来

な
い
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

生
ご
み
は
水
切
り
ネ

ッ
ト
の
利
用
や
生
ご
み
処

理
機
の
利
用
、
特
小
袋
を

利
用
し
軽
く
す
る
よ
う
お

す
す
め
す
る
。

家庭から出るごみの山

人のにぎわいを
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

磯野　博議員

高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
!!（
高
齢
者
は
元
気
に
潮
湯
へ
）

答
潮
湯
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
は
ア
イ
デ
ア
だ
。
検
討
す
る

町
長
に
は
思
い
切
っ
た
こ
と
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う

問
高
齢
者
福
祉
の
向
上

に
つ
い
て
、
高
齢
者

が
自
宅
に
ひ
き
こ
も
ら
ず

元
気
に
外
出
す
る
よ
う
な

憩
い
の
場
、
施
設
、
イ
ベ

問
私
の
提
案
し
た
も
の

は
、
最
終
的
に
は
医

療
費
の
抑
制
や
人
口
増
に

つ
な
が
る
も
の
か
と
思
う
。

町
長
に
は
思
い
切
っ
た
こ

と
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

ン
ト
等
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
保

医
療
費
を
下
げ
る
目
的
等

も
含
め
て
、町
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
健
福
セ
ン
タ

ー
の
入
浴
料
の
無
料
化
、

私
も
前
向
き
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

答
（
町
長
）

現
在
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
各
行
政
区
の
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
活
動
や
外
出

支
援
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。
平
成
27
年
度
は
こ
の

活
動
を
活
性
化
、
ま
た
新

た
な
取
り
組
み
を
お
願
い

し
、
社
協
に
助
成
を
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
拠
点

施
設
等
連
絡
協
議
会
を
設

置
し
、
予
防
拠
点
に
お
け

る
活
動
の
活
性
化
や
拠
点

同
士
の
連
携
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
く
予
定
だ
。

問
提
案
で
あ
る
が
、
元

気
に
高
齢
者
が
外
出

さ
れ
る
の
を
目
的
に
、
80

歳
か
ら
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ

ー
、
健
福
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
潮
湯
利
用
料
の
無
料
化

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
（
町
長
）

即
答
は
で
き
な
い
が

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

問
全
国
的
に
も
珍
し
い

本
町
の
潮
湯
を
も
う

一
度
見
直
し
て
、
町
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う

か
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

潮
湯
を
生
か
し
た
町

づ
く
り
は
一
つ
の
ア
イ
デ

ア
だ
と
思
う
。
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
高
齢
者
の
方
に
は
、

買
い
物
支
援
チ
ケ
ッ

ト
を
無
料
配
付
、
ま
た
は

格
安
で
販
売
し
、
元
気
に

外
出
し
買
い
物
で
き
な
い

も
の
か
と
考
え
る
が
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

国
の
補
助
金
等
が
活

用
で
き
る
か
商
工
会
、
地

域
の
事
業
者
と
検
討
が
必

要
か
と
思
う
。

全国的にも珍しい潮湯センター（写真は健福センター）

高齢者の足、きんぎょタクシー
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○
嵐
山
町
議
会（
埼
玉
県
）

　

葉
山
町
議
会（
神
奈
川
県
）か
ら
学
ぶ

　

議
会
基
本
条
例

　

両
町
と
も
、
議
会
基
本
条
例
が
、
地
方
分

権
が
進
む
中
で
の
議
会
の
役
割
と
責
任
を

果
た
す
た
め
の
基
本
理
念
と
、
そ
の
実
現
に

向
け
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方
向
性
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
こ
の
条
例
が
、
議

会
及
び
議
員
の
活
動
の
際
の
規
範
で
あ
る

こ
と
を
表
明
す
る
考
え
の
も
と
成
り
立
っ

て
い
た
。
ま
た
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
、
議
会
災
害
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
専
門
的
知
見
の
活
用
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
導
入
、
中
学
生
議
会
の
実
施
な
ど
住

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
。
３
日

間
の
研
修
を
終
え
、

分
権
改
革
が
進
む
今

日
、
時
代
の
流
れ
に

沿
っ
た
議
会
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

議
会
基
本
条
例
も

そ
の
一
つ
と
し
て
、

議
員
全
員
で
協
議

し
、
将
来
的
制
定
に

向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

常任委員会等視察研修報告

時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
議
会
改
革
が
必
要

議
会
運
営
の
先
進
地
か
ら
学
ぶ

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

議 会 運 営
委 員 会

先進議会から学ぶ！

適正な管理執行を要望

「
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
組
織
機
構
の
在
り
方
」

（
埼
玉
県
戸
田
市
）

　

地
方
自
治
体
で
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
歴
史
、
文
化
、
ま
た
培
っ
て
き
た
特

性
を
考
慮
し
つ
つ
、
他
市
町
村
と
の
競
合
や

差
別
化
に
も
耐
え
う
る
施
策
、
事
業
化
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
ま
た
自
治

体
職
員
一
人
ひ
と
り
に
質
の
高
い
政
策
形

成
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
職

員
の
熱
意
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
最
終
的
に

は
強
い
自
治
体
を
生
み
出
す
と
感
じ
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

（
東
京
都
多
摩
市
）

　

多
摩
市
の
概
要
と
介
護
に
関
す
る
課
題
、

問
題
と
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
た
。

　

本
町
の
歴
史
的
な
地
域
性
を
考
え
た
上

で
、
地
域
会
議
等
を
活
用
し
、
町
独
自
の
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
く
行
政
が
積
極

的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
発
揮
し
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
を
養
成
し
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

「
赤
字
を
解
消
し
た
下
水
道
事
業
の
今
後
は
」

（
東
京
都
文
京
区
　
日
本
下
水
道
事
業
団
）

　

日
本
下
水
道
事
業
団
の
概
要
、
下
水
道
事

業
の
現
状
と
法
適
化
の
説
明
を
受
け
た
。

◦
下
水
道
事
業
の
建
設
投
資
に
つ
い
て
は

効
果
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
。

◦
水
洗
化
率
の
向
上
。

◦
公
営
企
業
で
あ
る
以
上
、
適
切
な
使
用
料

の
設
定
が
必
要
。

◦
経
費
削
減
、
徹
底
的
な
抑
制
を
図
る
。

◦
企
業
会
計
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
下

水
道
事
業
の
統
一
会
計
基
準
に
つ
い
て

も
勉
強
が
必
要
。

　

本
町
下
水
道
事
業
の
先
行
投
資
の
赤
字

解
消
の
旨
と
、
本
町
の
委
託
事
業
に
つ
い
て

今
後
と
も
適
正
な
管
理
執
行
を
お
願
い
し
た
。

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
〈
議
会
改
革
の
状
況
〉

　
　

町
村
数	

９
３
０
町
村

　
〈
本
会
議
〉

　
　

一
般
質
問	

24
・
９
人

　
　
（
対
面
式
）	

７
２
３
町
村
議
会

　
　
（
一
問
一
答
方
式
）	

６
５
８
町
村
議
会

　
〈
委
員
会
〉

　
　

議
会
広
報
委
員
会
の
常
任
化

	

１
１
１
町
村
議
会

　
〈
議
会
基
本
条
例
制
定
状
況
〉

　
　

１
８
６
町
村
議
会

　
　
（
平
成
26
年
７
月
現
在
）

　
〈
通
年
議
会
実
施
状
況
〉　　

30
町
村
議
会

　
〈
議
会
中
継
〉

　
　

中
継
の
実
施	

５
０
４
町
村
議
会

　
　

そ
の
う
ち

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継	

１
３
１
議
会

　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
中
継	

１
８
０
議
会

　
〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
〉

	

８
２
６
町
村
議
会

　
　

そ
の
う
ち
議
会
単
独	

34
議
会

1 19/
1 21/
〜

２２/
２４/
〜

※
議
会
基
本
条
例
と
は･･･

　

自
治
に
基
づ
く
地
方
議
会
運
営
の
基
本
原
則（
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
）を
定
め
た
条
例
。
北
海
道
の

栗
山
町
議
会
が
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
。



な
が
す
議
会
だ
よ
り

発
行

責
任

者
議

長
 松

井
一

也
編

　
集

議
会

広
報

調
査

特
別

委
員

会 〒
869‐

0198  熊
本

県
玉

名
郡

長
洲

町
大

字
長

洲
 

TEL 0
9
6
8
‐
7
8
‐
3
2
9
1

FAX 0
9
6
8
‐
7
8
‐
1
0
9
2

次の定例会は

開会の予定です

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

■問い合わせ先

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

20潮さい（H27.5.15 No.121）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

町民のひろば

広
報
委
員

委
員
長
　
徳
永
　
範
昭

副
委
員
長
　
竹
本
　
信
次

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
市
原
　
一
広

発
行
責
任
者

議
　
長
　
松
井
　
一
也

　

２
月
発
行
の
議
会
だ
よ

り
「
潮
さ
い
」
の
３
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
質
疑
の
答
弁

者
が
福
祉
保
健
介
護
課
長

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、子

育
て
支
援
課
長
の
誤
り
で

し
た
。
13
ペ
ー
ジ
福
本
議

員
の
一
般
質
問
中
２
段
目

の
教
育
長
答
弁
に
あ
る
５

年
生
は
６
年
生
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

N
o.

　初めて議場に入る私は緊張とわくわく感で。驚いた

のは、傍聴席の近さでした。でも何となく温かさを感じ

たのは３人の女性議員と１人の女性課長の姿でした。

女性独特のパワーでしょうか。しっかりと勉強された

議員の質問と、的確に答えられる町長、課長方の頼もし

さでした。議事次第でしょうが、思ったより穏やかムー

ドかな？１回の傍聴で、さらに愛する我が長洲町が、身

近になりました。皆様も是非、ご自身の目、耳で体験さ

れてください。

　“ピーヒャララピーヒャララ”の軽妙なリズムに乗っ

て赤い半
はんてん

天に６尺褌
ふんどし

、顔には思わず笑いだすユニーク

な表情のひょっとこのお面。絶妙な腰や手の振り付けで

会場を一瞬にして笑顔いっぱいにするチーム建浜ひょっ

とこ隊。６年前に地域で楽しい事を始めようとスター

トしたのがきっかけ。農作業や家事の合間に衣裳や小

道具を手造りし、レパートリーも広がり、町内外に笑顔

の輪を届けている。老人施設などを訪問すると、同年代

の方々が涙して喜び、共に踊り元気になれることが何よ

り嬉しい。隊員は皆高齢者だが、認知症予防のための良

い刺激剤だ。１日１回笑うことを心掛け、周囲も和ませ

るひょっとこ踊り。82歳のリーダーを筆頭に、みんなの

健康を願って今日も練習に余念がない。

月18日㈭6

121
2
0
1
5
年
5
月
1
5
日
発
行

笑顔
の輪を届けたい！

建浜ひょっとこ隊

さらに
身近に！

愛する
長洲町が

塩山　アイ子 さん（東荒神区）

お
詫
び
と
訂
正

　

山
鹿
か
ら
菊
池
へ
と
国
道

３
２
５
号
を
進
む
と
左
側
の
山

の
中
腹
に
そ
そ
り
立
つ
巨
大
な

３
つ
の
岩
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
岩
は
「
不
動
岩
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
う
ち
、
中
不
動
と

後
不
動
へ
は
「
九
州
遊
歩
道
」

と
い
う
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
頂
か
ら
の
眺
望
は
、
ま
さ

に
絶
景
だ
。
じ
つ
は
こ
の
不
動

岩
、
日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る

以
前
、
約
５
億
年
以
上
も
前
に

で
き
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
太
古

の
昔
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て

形
成
さ
れ
た
こ
の
不
動
岩
に
登

れ
ば
、「
な
ん
く
る
ナ
イ
サ
〜
」

と
い
う
気
分
に
さ
せ
て
く
れ

る
。	

（
市
原
）


